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金属水素化物を用いた放射線遮蔽材
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• コンパクトな核融合炉や放射線治療装置をつくるためには、安
定かつ高い遮蔽能をもつ中性子・γ線遮蔽材が必要です。しか
し中性子の遮蔽には軽元素が、γ線の遮蔽には重元素が向いて
いるという矛盾がありました。本研究では軽元素（水素）－重
元素が高密度に化合した金属水素化物に着目しました。

• 金属水素化物は脆いことが課題でした。水素化しない合金と複
合化させることにより、破壊靭性、熱伝導率、また水素放出温
度が向上することを確かめています。

水素化物、放射性遮蔽、原子力

応用分野 核融合、放射線医療、先進原子炉
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